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１．降雨と出水

2
出典：「雨によって引き起こされる災害発生
の危険度の高まりを評価する技術」気象庁

降雨がもたらす３つのリスク
 浸水害のリスク
 洪水害のリスク
 土砂災害のリスク

降雨が流下する過程で、
①雨が地中に浸み込まず地表面に溜まること
②上流から集まってくる雨が川の水嵩を増やすこと
③地中に浸み込んだ水が土壌中に溜まること

等によって様々なリスクをもたらします。

①

③ ②

流域に降った雨は地表を流れて沢や小川となり、
やがて河川に合流します。また、流域内で地中に浸
み込んだ雨は地下水となり、地下を流れて湧水とな
り、いずれは河川に入っていきます。

支川を流れる水が順々に合流し、
大きな流れとなって流下してくる

地表に降った雨が
沢や小川に流れる



２．流域の特徴【菊川の地形】
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菊川は、流域面積が158㎞2、幹線流路延長が28㎞の
比較的小規模な河川であり、菊川市と掛川市を流れてい
ます。
流域面積が小さく洪水時のピーク流量自体はあまり大

きくなりませんが、流路が短い分、洪水の流下時間が短
いことが特徴です。
また、中流部の地盤が低く、内水や氾濫した水が中流

域に溜まりやすい地形となっています。

地盤高平面図

A-A’ 断面 （約8.2k付近） B-B’ 断面 （約4.0k付近）

Ｃ-Ｃ’ 断面 （約1.2k付近）
a-a’ 断面



２．流域の特徴【菊川の流路の変遷】
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太古の昔には海の底だった菊川流域は、地形の隆起により約6000年前には下流部が内湾の状態に
なっていました。
海浜に土砂が堆積して約3000年前には浜名湖のような河口湖となり、さらに土砂の堆積が進んで現

在の菊川流域が形作られてきました。
このため、菊川の下流部は水がたまりやすく、内水や洪水氾濫の被害を受けやすい地形となってい

ます。

現在の菊川流域約3000年前の菊川流域約6000年前の菊川流域



２．流域の特徴【菊川の流路の変遷】
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菊川は、昔と比べても流路位置は大きく変わっていませんが、
昭和8年に改修工事に着手するまでは、全域にわたって河道が
蛇行していました。
その後、昭和13年8月の洪水を契機に蛇行部のショートカット

などが実施され、さらに昭和49年以降、工事実施基本計画に
従った引き堤などの整備が進められ、現在の菊川が形作られ
ました。



２．流域の特徴【菊川における洪水の伝播】
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平成３０年６月に発生した出水を、菊川の上流から下流にか
けて水位観測所のピーク水位を比較してみると、ほとんど時
差がありません。

流路延長の短い菊川では、洪水が一気に下流まで流下する
特徴があります。

ピーク時刻1：00

平田雨量観測所

ピーク時刻1：00

ピーク時刻1：00

※雨量は平田観測所雨量



800

1,000

600

400

200

220 240 260200180160140120100 80 60 40 200

0

浜
松
市

伊
那
市

諏
訪
市

伊那谷

駒
ヶ
根
市

天
竜
峡

飯
田
市

三
峰
川

小
渋
川

太
田
切
川

泰
阜
ダ
ム

佐
久
間
ダ
ム

秋
葉
ダ
ム

船
明
ダ
ム

平
岡
ダ
ム

諏
訪
湖

諏訪盆地

1/1000~1/500 1/2001/700~1/300 河床勾配

鵞
流
峡

伊
那
峡

標
高
（m

）

1/700~1/300 河床勾配

ふ
な
ぎ
ら

や
す
お
か

が
り
ゅ
う

下流部 中流部 上流部

基準点：鹿島

基準点：天竜峡

213

あ
き
は

２．流域の特徴【天竜川の地形】

7

天竜川は、流域面積が5,090㎞2、幹線流路延長が213
㎞の大河川で、洪水の流れが静岡県に入るまでに、長
野県内を約140㎞に亘って流下してきます。
流域の規模が大きいために、流下してくる洪水の流量

が大きいことと、流路が長いために、洪水が下流へ到達
するまでの時間が長いことが特徴です。
下流扇状地には、人口資産が集積しており、ひとたび

氾濫すると甚大な被害が発生します。
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２．流域の特徴【天竜川の流路の変遷】
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戦国時代の天竜川は、現在の磐田市
野部付近で河道が二手に分かれており、
西側が「小天竜」（現在の馬込川）、東側
が「大天竜」と呼ばれていました。
徳川家康による小天竜の締め切りに

始まり、明治期の治水事業、昭和期の
西派川および東派川の締切り工事を経
て、現在の天竜川が形作られました。

【戦国時代の天竜川下流河道】

東派川

西派川

東派川締切後（S22）
西派川締切後（S33）締め切り前（S13）

【東西派川締切り工事】



２．流域の特徴【天竜川における洪水の伝播】
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平成３０年９月の台
風２１号による出水を、
天竜川の上流から下
流にかけて水位観測
所のピーク水位を比
較しました。

天竜峡～佐久間、
佐久間～鹿島、鹿島
～中ノ町のいずれの
区間でも、おおむね２
時間程度の時差があ
ります。

天竜峡から中ノ町ま
で洪水が到達するの
に、約６時間かかりま
す。

流路延長の長い天
竜川では、ゆっくりと
時間をかけて洪水が
伝播していくことがわ
かります。

ピーク時刻7：00

ピーク時刻5：00

ピーク時刻3：00

ピーク時刻
8:00～9：00



３．洪水時の水位予測手法
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洪水予報では、基準観測所における観測水位と６時間先までの予測水位を用います。

気象庁が発表する短時間の降雨予測を基に河川への流出量を算出し、河道の断面形状や流下速
度等による解析から予測水位を算定します。

観測値 モデル等 計算値

予測雨量

流出モデル

予測流出量
河川へ流れてくる
水の量の予測

河道モデル

予測水位
６時間先までの
水位の予測

観測水位

観測雨量

・貯留関数モデル
・分布型モデル

・貯留関数河道
・kinematic wave



４．防災情報の入手先【浜松市の例】
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豪雨時や洪水時に一般に入手
できる防災情報として、国土交通
省では「川の防災情報」を整備し
ています。
「川の防災情報」では、地図上

のアイコンをクリックすることで、
観測所の雨量、水位、CCTVカメ
ラの映像などを見ることができま
す。

水位観測所を選択すると、画面内の右下に
観測所の横断面図と水位が表示されます。

CCTVカメラの位置を選択するとポップ
アップで現在の映像が表示されます。

雨量観測所を選択すると、別ウィンドウ
で雨量ハイエトグラフと累積雨量が表
示されます。

川の防災情報



12

４．防災情報の入手先【浜松市の例】

「川の水位情報」では、危機管
理型水位計の観測値も確認する
ことができます。
危機管理型水位計とは、洪水

時の観測に特化し、従来の水位
観測所より大幅にコストダウン・
サイズダウンを図ることで、中小
河川においても洪水時の水位を
観測できるようにしたものです。

川の水位情報



さいぽす

４．防災情報の入手先【浜松市の例】
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静岡県では、災害時に住民等に向けた防災情報のポータルサイトとして、「SIPOS-RADAR」を公開して
います。 「SIPOS-RADAR」にも、地図上のアイコンから、雨量、水位、CCTVカメラなどの情報をはじめ、
防災に役立つ情報が集約されています。



４．防災情報の入手先【プッシュ型配信】
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浜松河川国道事務所では、流域住民の主体的な避難を促進するため、平成３０年５月１日から菊
川・天竜川下流において、携帯電話事業会社が提供する「緊急速報メール」を活用した洪水情報の
プッシュ型配信を開始しました。
※洪水情報とは、指定河川洪水予報の氾濫危険レベル（レベル４）及び氾濫発生情報（レベル５）の発表を契機として、住民の主体的な避難を促

進するために配信する情報です。



４．防災情報の入手先【プッシュ型配信】
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国が管理する天竜川下流の鹿島水位観測所（配信先：浜松市天竜区、浜北区、中区、東区、南区、
西区、磐田市）

中ノ町水位観測所（配信先：浜松市中区、東区、南区、西区、磐田市）
菊川の加茂水位観測所（配信先： 菊川市、掛川市）



４．防災情報の入手先【プッシュ型配信】
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４．防災情報の入手先【プッシュ型配信】

17



５．予報・警報【雨と風の警報】
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気象庁は、大雨や強風などによって災害が起こるおそれのあるときは「注意報」を、重大な災害が起こ
るおそれのあるときは「警報」を、さらに、重大な災害が起こるおそれが著しく大きいときは「特別警報」を
発表して注意や警戒を呼びかけます。

静岡県
府県

予報区

西部
一次細分

区域

遠州南

遠州北

市町村等

をまとめた

地域

浜松市南部

浜松市北部

二次細分

区域の

名称



５．予報・警報【洪水予報】
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河川の増水や氾濫などに対する水防
活動の判断や、地域住民の避難行動
の参考となるように、国土交通省また
は都道府県と気象庁が共同で、河川を
指定して洪水予報を行っています。

洪水予報は、洪水などの被害から地
域を守る、迅速かつ的確な水防活動や、
一般住民が洪水から自らを守る自衛手
段をとる場合に必要な重要情報です。

出典：高田河川国道事務所

国土交通大臣または都道府県知事
は、水防警報河川などを指定して、水
防活動の指針となる水防警報を発表し
ます。
発表された水防警報は、直ちに関係

水防管理者や、水防に関係のある機関
に通知され、洪水などの災害対応に用
いられます。



５．予報・警報【洪水予報指定河川と水位周知河川】
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河川の洪水予報は、二つ以上の都府県の区域にわたる河川や、その他の流域面積が大きい河川
で、洪水により国民経済上重大な損害を生ずるおそれがある河川として、あらかじめ指定した河川
（洪水予報指定河川）について、区間を決めて水位または流量を示した予報を発表します。

また、洪水予報指定河川以外の河川のうち、洪水により国民経済上重大な損害を生ずるおそれが
あるものとして指定した河川（水位周知河川）について、特別警戒水位を定め、この水位に達したとき
は、その旨を水位または流量を示して通知・周知しています。

水位基準水位名観測所名河川名水系名

5.30
4.90
4.60
3.10

氾濫危険水位
避難判断水位
氾濫注意水位
水防団待機水位

堂山牛淵川菊川

2.70
2.30
2.10
1.80

氾濫危険水位
避難判断水位
氾濫注意水位
水防団待機水位

横地

3.30
3.00
2.00
1.40

氾濫危険水位
避難判断水位
氾濫注意水位
水防団待機水位

川久保下小笠川

単位：（m）

水位基準水位名観測所名河川名水系名

6.00
5.60
3.50
2.20

氾濫危険水位
避難判断水位
氾濫注意水位
水防団待機水位

鹿島天竜川天竜川

3.40
3.10
1.60
0.60

氾濫危険水位
避難判断水位
氾濫注意水位
水防団待機水位

中ノ町

3.50
3.20
2.50
1.50

氾濫危険水位
避難判断水位
氾濫注意水位
水防団待機水位

加茂菊川菊川

単位：（m）

河川名水系名
都田川都田川

太田川太田川

原野谷川

河川名水系名
安間川天竜川

阿多古川

二俣川※

気田川※

水窪川※

河川名水系名

仿僧川太田川

敷地川

逆川

今ノ浦川

宇刈川

河川名水系名
都田川都田川

井伊谷川

釣橋川

馬込川馬込川

芳川

新野川※新野川※

※R3.5に水位周知河川指定



６．重要水防箇所
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水防活動の必要性や、重要水防箇所のご理解促進を目
的に水防関係者様向けの解説動画を作成しました。

水防活動の実施
重要水防箇所とは
重要水防箇所の公表

重要水防箇所が変更となる場合

重要水防箇所の合同巡視

河川水位等の情報取得
水防工法

－ － － 目 次 － － －

解説動画は、水防活動や重要水防
箇所、水防工法に関する内容を解
説する動画（10分程度、ナレー
ション・字幕入り）です。

解説動画は、浜松河川国道事務所
のHPで公開しています。

URL︓https://www.cbr.mlit.go.jp/hamamatsu/bousai/important/



７．浸水想定区域図

22

【浸水想定区域図とは】
洪水浸水想定区域図は、水防法第14条に基づき、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は浸

水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、当該河川が氾濫した場合に浸水が想
定される区域と水深を表示するものです。
洪水浸水想定区域が公表された場合、市町村は、水防法第15条に基づき、市町村地域防災計画

に、洪水浸水想定区域ごとに洪水予報等の伝達方法、避難場所及び避難経路、避難訓練の実施に
関する事項、洪水浸水想定区域に含まれる地下街等を記載するとともに、これらについて、ハザード
マップを作成し、住民等に周知しなければならないとされています。
また、市町村地域防災計画に記載された地下街等の所有者又は管理者は、水防法第15条に基づ

き、避難の確保や浸水の防止等を図るための計画を作成しなければならないとされています。

水防法では、国と県は、洪水予報河川および水位周知河川について、洪水浸
水想定区域図を公表することとされています。

水防法では、「想定し得る最大規模の降雨（想定最大規模）」により、河川が氾
濫した場合の洪水浸水想定区域図を公表し、同時に「河川整備の目標とする降
雨（計画規模）」についても公表することとされています。

• 想定最大規模の降雨による浸水深図
• 河川整備の目標とする降雨規模の浸水深図
• 洪水により河川が氾濫した場合の浸水の浸水継続時間を示す図
• 洪水に伴う氾濫流により家屋倒壊の発生が想定される区域を表示した図
• 洪水に伴う河岸浸食により家屋倒壊の発生が想定される区域を表示した図



７．浸水想定区域図
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この図は、天竜川の洪水予報区間につい
て、水防法の規定に基づき計画降雨により
浸水が想定される区間と浸水深を表示した
ものです。

指定時点の天竜川の河道や洪水調節施
設の整備状況を勘案し、洪水防御に関する
計画の基本となる年超過確率１／１５０の降
雨に伴う洪水により、天竜川が氾濫した場
合の浸水状況をシミュレーションにより予測
しています。

http://www.cbr.mlit.go.jp/hamamatsu/bousai/shinsui_tenryu/浜松河川国道事務所 浸水想定区域

http://www.cbr.mlit.go.jp/hamamatsu/bousai/shinsui_tenryu/


http://www.cbr.mlit.go.jp/hamamatsu/bousai/shinsui_tenryu/浜松河川国道事務所 浸水想定区域

７．浸水想定区域図

24

全国各地で毎年のように計画規模を超え
る水害が発生しており、今後も大雨の頻発
化、局地化、激甚化に伴う災害の発生が懸
念されています。

このような背景から、想定最大規模の降雨
を対象とした洪水浸水想定区域の指定など
が水防法で義務づけられました。

氾濫シミュレーションを行う際の河道や洪
水調節施設の条件は、指定時点の整備状
況を勘案したものになってます。

http://www.cbr.mlit.go.jp/hamamatsu/bousai/shinsui_tenryu/

